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湿原散歩 

雪に覆われていた湿原も気温の上昇とともに解け始めてきた。冬の 

風物詩であった、塘路湖のワカサギ釣りも１０日で終了し、湖上に 

は繁殖のため湿原に渡って来たアオサギの姿が見えた。紺碧の水面 

では北へ向けての長旅を控えたオオハクチョウが大きく羽ばたきな 

がら、筋力をつけているようだ。３月の陽射しに促されるように、 

生き物たちも徐々に活動を始めた湿原を流れる風は冷たいが、ザラ 

ザラとした足元の雪の中から、まるで囁くように水の流れる音を聞 

いた。 

 

 

①          



 

塘路フィールドノート【２/１５～３/１４】 

雪解けも進んでいますが、散策道にはまだ雪が残っています。眩い陽射しの下、野鳥のさえずりが

盛んに聞こえるようになりました。風は冷たいですが、春の訪れを感じる３月です。 

【野 鳥】 

②                       ③ 

①               ④               ⑤               ⑥ 

湖畔歩道上空をヒシクイが通過①。塘路湖ではアオサギが湿原で繁殖のため飛来しました②。オオハクチョウはこれから

北への長旅に備え、盛んに羽ばたきながら筋力をつけているようです③。湖畔歩道やフィトンチッドの森ではマヒワ④やベ

ニヒワ⑤、アトリ⑥がハンノキのタネや雪から出てきた草のタネなどを食べていました。（その他）シマエナガ、オオワシ、

オジロワシ、ハクセキレイ、ツグミ、ヒヨドリ、アカゲラ、コゲラ、マガモ、ミコアイサ、カワアイサ、オオバン 

②



 
【動 物】 

   

    

      

     

      

      

     

     

     

眠け顔のキタキツネ。「オーイ」と   エゾシカの♂が角研ぎをした木？  そのエゾシカも泥で顔を黒くしながら、  

声をかけてもこんな顔でした。    ケヤマハンノキのようです。    植物の地下茎を食べていました。 

 

【植 物】 

  散策道沿いの樹木の枝に葉痕を見つけました。葉痕とは、葉が枯れて落ちた部分で、人や動物、宇宙人!?に

見えます（個人の見解ですが）。さてあなたはどのように見えますでしょうか？この他の木でも様々な葉痕が見

られますので、冬越しの樹木観察にはおすすめです。ルーペがあると便利です。 

    キハダ        オニグルミ       ノリウツギ       イヌエンジュ         タラノキ 

 

つぼっちのサルボ展望台周辺 うろうろ日記 Vol.９８「長い間ありがとうございました！」 

 この度月刊やちまなこの紙面変更に伴い、 

うろうろ日記の連載を終了します。２００１年

の「月刊やちまなこ」№４４から開始し１６年

になります。１６年という数字を見ると月日の

経過を感じます。この日記はあるこっとの佐藤

指導員より「紙面全体がどうしても写真が多く

なるので、うろうろ日記では写真より絵をお願

いしたいなぁ」との助言を頂き、なるべく下手

なりに絵を描くようにしていました。手元にあ

る原画を見ていると当時を思い出しました。 

 うろうろ日記は終了しますが、あるこっとと

郷土館の縁が切れたわけではありません。これ

からもあるこっとと郷土館で協力し合い、楽し

み学べる事業を進めていきたいと思います。長

い間、たいへんありがとうございました。 

坪岡 始（標茶町郷土館学芸員） 
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■雪の質感も春モードでした。 

 ４日、自然ふれあい行事「釧路湿原フィールドウォッチン

グ」を茅沼蝶の森周辺で開催しました。スノーシューを履い

て散策すると、エゾシカの足跡の間隔が１メートル以上ある

ものがあり、何かに警戒して林の方角向かったものや、タン

チョウの足跡が大人の掌より大きいことに驚いていました。    

林内には炭窯跡や馬橇で炭を運んだ道、近くには縄文時代

の竪穴住居跡などがあり、先人たちが暮らしていた当時の釧

路湿原の環境も含め解説しました。行事の後半はシラルトロ湖に出て出発地点へ向け散策、湖沿いの

木にはオオワシの姿が見え、大きなオレンジ色の嘴がとても印象的でした。渡る風にちょっぴり春を

感じた観察会でした。   

 

４月の自然ふれあい行事 

 事前の申込が必要です。 

◎早春の湿原 野鳥観察会 

[日 時] ４月２２日（土）１０時～１２時 

[定 員・参加料] １５名 ・無料 

[開催場所] 茅沼蝶の森周辺 

[集合場所] 茅沼憩いの家駐車場              

※双眼鏡のある方は持参してください。        

・申込・問合わせは塘路湖エコミュージアムセンターまで。 

 

☆春の足跡を聞きに行こう 

[日 時] ４月１６日（日）１０時～１２時 

[定 員・参加料] １５名 ・無料 

・申込・問合わせは温根内ビジターセンターまで（0154－65－2323）。 

 

 

＜編集後記＞ 

■釧路湿原では野鳥のさえずりが盛んに聞こえるようになり、雪の消えた丘陵地にはフクジュソウやフキ

ノトウが顔を出し始めたようです。湖の氷も緩み、湖上散策は危険です。 

 国道３９１号線のサルボ展望台駐車場からシラルトロ湖方面付近では、エゾシカが道路を横断すること

があり、くれぐれも車の運転には注意してください。 

◆日出・日入時間 3/15(5:35,17:28).3/31(5:07,17:47).4/14(4:43,18:03)  

                                                                                          

釧路湿原国立公園  

塘路湖エコミュージアムセンター あるこっと 

〠088-2264  北海道川上郡標茶町塘路原野 

TEL:015-487-3003 FAX:015-487-3004  

E-mail:emc@hokkai.or.jp 

開館時間 10：00〜16：00（4 月〜10 月は 17：00 まで） 

        休館日:毎週水曜日 12 月 29 日〜1月 3 日    入館無料                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            
根明け（塘路元村キャンプ譲） 
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